
変分量子回路の高速自動最適化ツールの開発
－ 変分量子アルゴリズムの社会実装に向けて －

現在実現されているノイズの大きいゲート式量子コンピュータ上でも動作するような量子アルゴリズムが近年多数考案されて
いる。これらの多くは、変分量子回路を用意してそのパラメータを最適化することで解を求める変分量子アルゴリズムである。
本プロジェクトでは、変分量子回路の高速なパラメータ最適化手法を発明し、変分量子アルゴリズムを古典コンピュータで高
速にシミュレートする量子回路シミュレータを開発し、それらを元に変分量子回路高速自動最適化ツール「AutoVQC」を作成
した。
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①変分量子回路パラメータ最適化 ②変分量子回路構成最適化

③変分量子回路シミュレータ
変分量子アルゴリズムを高速でシミュレートできる
量子回路シミュレータを開発

既存手法に比べ圧倒的に収束性能が良い
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